
.;l& IS". IO・？t意タ
て古訓示：すよほ子家透ゐ、

ノーベル平和賞に推す声もあるのに

日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
民
受
話
快

定
が
続
〈
中
、
九
日
発
表
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
見
で
は
海
外
の

研
究
者
ら
か
ら
、
戦
争
放
棄
を
掲
げ
た
憲
法
九
条
を
守
る
活

動
を
続
け
る
市
民
団
体
「
九
条
の
会
」
や
「
憲
法
九
条
を
保

持
し
て
い
る
日
本
国
民
」
を
受
自
候
補
に
推
す
声
が
出
る
な

ど
、
再
び
九
条
が
脚
先
を
浴
び
て
い
る
。
た
だ
国
内
に
回
を

転
じ
る
と
、
「
恥
9
（
憲
法
九
条
〉
」
と
脅
か
れ
た
小
さ
な

タ
グ
や
缶
バ
ッ
ジ
を
つ
け
た
市
民
が
国
会
本
館
や
議
員
会
館

に
入
ろ
う
と
す
る
と
、
相
一
一
備
員
ら
に
制
止
さ
れ
る
例
が
相
次

ぐ
。
市
民
や
有
識
者
か
ら
「
国
が
憲
法
を
守
る
の
は
当
た
り

前
な
の
に
お
か
し
い
」
と
疑
問
の
声
が
上
が
る
。

「
悪
い
こ
と
を
す
る
た
め
に
来

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
正
規
の
手

続
き
を
取
っ
て
い
る
の
に
、
お
か

し
い
」

。
慎
発
再
稼
働
や
安
全
保

障
問
津
法
に
反
対
す
る
市
民
運
踊

な
ど
で
国
会
に
よ
く
来
る
川
崎
市

宮
前
区
の
担
勝
恵
子
さ
ん
（
穴
h
U
は

一憤
る
。七
日
午
前
十
時
半
ご
ろ
、
沖
縄

項
」
。
は
ち
ま
き
や
ゼ
ッ
ケ
ン
等

の
着
用
、
の
ぼ
り
、
プ
ラ
カ
ー

ド
、
拡
声
器
等
の
持
ち
込
み
fど禁

じ
て
お
り
、
「
等
ι
に
タ
グ
や
バ

ッ
ジ
が
含
ま
れ
る
と
い
う
の
だ
。

「
脱
原
発
」
「
戦
争
反
対
」
な
ど

「
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る

も
の
」
は
「
す
べ
て
ご
遠
慮
を
お

願
い
じ
て
い
る
」
と
い
う。

衆
院
事
務
局
に
よ
る
と
本
館
と

議
員
会
館
で
は
根
拠
が
異
な
る
。

本
館
は
国
会
法
の
「
諸
国
F
以
外
の

者
が
議
院
内
で
秩
序
を
乱
し
た
時

に
は
舛
に
退
去
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
の
規
定
が
根
拠
。
議
員

会
館
は

「議
員
で
つ
く
る
霊
会

が
決
め
た
禁
止
事
項
に
基
づ
き
3

主
議
主
眼
が
異
な
る
個
人
の
聞
な

ど
で
の
口
論
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l
碓
保
の

観
点
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
い
う
。

日
弁
連
思
法
問
題
対
策
本
部
副

本
部
長
の
伊
椋
真
弁
護
士
は
、
国

会
議
員
や
公
務
員
に
は
窓
法
九
九

条
で
態
法
尊
重
抑
語
義
務
が
課
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
「
国
が
憲

法
を
守
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
当
た
り
前
。
国
民
に
は
守
ら
せ

る
責
任
が
あ
る
」
と
指
摘
。

「そ

も
そ
も
こ
ん
な
小
さ
な
タ
グ
が
議

院
の
秩
序
を
乱
す
わ
け
が
な
い
。

表
現
の
自
由
は
最
大
限
認
め
ら
れ

る
べ
き
だ
」
と
も
訴
え
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・ノ
ー
ベ
ル
委
員

会
に
対
し
、
一今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
候
補
と
し
て
「
館
法
九
泰
守
一

保
持
し
て
い
る
日
本
国
民
」

を
推

薦
し
た
上
智
大
の
石
川
旺
名
営
教

授
（
メ
デ
ィ
ア
論
）
は
「
パ
ツ
ジ

な
ど
を
持
つ
の
は
、
国
民
が
詰
法

を
守
ろ
う
と
い
う
意
思
表
示
な
の

に
、
そ
れ
を
駄
目
だ
と
い
う
の

か
。
超
法
が
保
障
す
る
権
利
は
、

国
民
が
不
断
の
努
力
で
保
持
し
な

り
れ
ば
い
り
な
い
と
一
二
条
に
も

書
い
て
あ
る
の
に
論
理
的
に
支
離

滅
裂
だ
」
と
批
判
す
る
。

二ともあろうに、国会議員会館でかようなことをしている。他方では、赤い羽根や緑の羽

根を胸に付けた人間たちはフリーパスである。何が『示威行為に当たる」だ。

憲法第9条うんぬん以前の問題だ。言論、表現、活動の自由という基本的人権への侵害の

みならず、個人の尊厳にもかかわることだ。無礼極まりなし。かような警備員は契約を解

除して退去させよ。国会議員はこれを見てなんとも思わないのか！？ 海外からの訪問客

も多い国会議員会館でかようなことをしていて、国際的な恥だと思わないのか！？
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